
琉球大学学術リポジトリ

亜熱帯地域農学科動物生産科学分野の研究活動

言語: 

出版者: 琉球大学農学部

公開日: 2021-04-12

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 江藤, 毅, 伊村, 嘉美, 佐野, 文子, Eto, Takeshi,

Imura, Yoshimi, Sano, Ayako

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/48112URL



30 琉球大学農学部学術報告 第 67 号 （2020）  The Sci. Bul. of the Fac. of Agric., Univ. of the Ryukyus, 67. 2020

 - 1 - 

〔研究活動報告〕 

亜亜熱熱帯帯地地域域農農学学科科動動物物生生産産科科学学分分野野のの研研究究活活動動 

 
江藤 毅＊，伊村嘉美，佐野文子 

琉球大学農学部亜熱帯地域農学科動物生産科学分野 

 
  Report of research activities and achievements of Animal Production Science 

 
Takeshi ETO*, Yoshimi IMURA, Ayako SANO 

 
Study Field of Animal Production Science, Department of Subtropical Agro-Production Sciences, Faculty of Agriculture, University of the Ryukyus 

 
 
*Corresponding author (E-mail: teto@agr.u-ryukyu.ac.jp) 
 

亜熱帯地域農学科動物生産科学分野では，熱帯・亜熱帯地域

における家畜生産を通じた地域資源の循環型農業の構築を目指

した教育・研究を行なっている．2020 年度現在，3 名の教員が在

籍しており，家畜管理学研究室，家畜栄養学研究室，家畜衛生

学研究室を運営している．以下に各研究室の活動内容を紹介す

る．  
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Fig. 2.  
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人と動物の共通感染症（人獣共通感染症）のうち真菌感

染症に特化して行なっている．特にイルカを宿主とする人獣共通

真菌感染症のクジラ型パラコクシジオイデス症 （カビの病気の一

種で全世界的に分布し，原因菌は Paracoccdioides brasiliensis 
var. ceti.） の研究として，疫学，類症鑑別，診断法の開発を行な

っている．2020
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60 クジラ型パラコクシジオイデス症

原因菌に対する抗体を保有していることを報告した． 
 

 

Fig. 3.  
Paracoccidioides brasiliensis var. ceti. 

 
P. brasiliensis sensu stricto
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